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キャリア開発研修
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ポテクト研修の概要
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ポテクト研修とは

◼ ポテクトの分析結果を活用した人材育成研修プログラムです。
⚫ どれだけ価値がある分析結果でも、それを活用できなければ意味がありません。

その効果を最大化したいなら、認定講師による特別な研修がおすすめです。

ポテクト研修

適性検査
ポテクト

キャリア開発研修
座学・ワークショップ
フォローアップ
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⚫ 自己理解が深まる
→分析結果から強み弱みや認識のズレを知ることで自己理解が深まる。

→ワークショップで強み弱みと向き合うことで、さらに自己理解が深まる。

⚫ 目標の明確化
→自分の強み弱みを理解した上で目標設定をすると、伸ばすべき部分が見えてくる。

→業務に合わせた目標設定することで、やるべきことが見えてくる。

⚫ 強みを活かした成果
→自分の強みを業務で発揮できることで、仕事で成果が出せるようになる。

→強みを活かし、弱みを補ってもらう働き方で、ストレスが軽減する。

⚫ 自己成長の継続と実感
→目標達成のためのアクションを定期的にフォローすることで、成長が継続できる。

→定期的に適性検査で再測定することで、自分の変化や成長を実感できる。

人材育成で活用するメリット
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人材育成の活用イメージ

◼ 現状測定と研修をAPDCサイクルで実施することで成長する。

適性検査実施

（現状測定）

• 客観的な評価

と自己評価を

照らし合わせ、

現状を認識。

社員研修

（ワークショップ）

• 分析結果から

自分を棚卸し

して目標設定

を立てる。

フォローアップ

（ミーティング）

• 目標達成・成

長に向けて行

動、定期的に

確認する。

評価・反省

（振り返り）

• 取り組み内容、

結果を自分と

管理者で評

価・反省する。

• 適性検査による
成長確認と目標再設定
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◼ 例）目標棚卸しシート ※各種ワークショップシートあり

⚫ 適性検査の分析結果を棚卸しながら自己理解を深め、今後の目標を設定します。

①
原
因
の
洗
い
出
し

ポ
テ
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ト
分
析
結
果
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改
善
必
要
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認
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づ
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理
想
目
標
設
定

⑤
行
動
目
標
設
定
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ワークショップのイメージ
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キャリア開発プログラム
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キャリア開発プログラム（一般社員向け）
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キャリア開発プログラム（役職者向け）
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研修費用
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認定講師の紹介
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講師の考え①

12

企業様ヒアリ
ング（経営者
対象）

対象社員様
向け社内講
演（アンケー
ト２種実施）

アンケート結
果報告（経営
者対象）

プログラム構
築・実施

プログラム検
証
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講師の考え②
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①学び

②実践

③検証

④共有

⑤改善
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